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外 眼部感染症に対するT-3262の 臨床的効果

秦 野 寛 ・堀 武 志 ・石 川 凛 子 ・佐々木隆敏

横浜市立大学医学部眼科*

新 しいキ ノロン系合成抗菌 剤T-3262の 外眼部感染症 に対す る臨床 的効果判定 を行な う目的で,

麦粒腫,涙 嚢炎,眼 瞼縁炎 の合計22名 の患者 にT-3262を1日300～450mg,1～7日 間内服投

与 し,臨 床像の観察および細菌学的検索を行ない,本 剤 の臨床効果,副 作用 につ いて検討 した。 そ

の結果麦粒腫17例 中著効6例,有 効10例,や や有効1例,ま た涙嚢炎4例 中有効4例,眼 瞼縁

炎1例 中有効1例 と言 う成績 であった。 副作用 は3例 にみ とめ られ,そ の内容 は胃痛,食 思不振,

胃部不快感,下 腿発疹であったが,投 薬中止で消失 し,い ずれ も軽度 であ った。

新 キノロン系合成 抗菌剤T-3262は,外 眼部感染症 におけ る内服治療 薬 として,有 用 であると考

え られた。
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T-3262は1,8一 ナフチ リジン環 の1,7位 に それ ぞれ

2,4一ジフルオ ロフェール基 お よ び3ー ア ミノピロ リジニ

ル基を有する新 しい ピリ ドン カル ボ ソ酸系抗菌剤であ

る。本剤は グラム陽性菌,グ ラム陰 性菌 および嫌気性菌

に対 し広範囲な抗菌 スペ ク トルを示 し,殺 菌的 な強い抗

菌力を示す玉)。

今回,我 々は外眼部感 染症を対象に してT-3262の 内

服剤を投与 し,本 剤の薬効面か らみた有効性 と安全性 お

よび総合評価 としての臨床的有用性 の検討を行なった。

1. 方 法

対 象は麦粒腫17例,急 性涙嚢炎2例,慢 性涙嚢炎2

例,慢 性眼瞼縁炎1例 の合計22例 で,年 齢は14～77歳

(平均38歳)で あった。T-3262を 内服 で1日300～450

mg,1～7日 間(平 均4.3日 間)投 与 した。薬剤の総量

は疾病の重症 度や副作用に よって増減 された。臨床症状

につ いては,異 物感,か ゆみな どの 自覚症状,お よび眼

瞼,結 膜ない し涙嚢 部の発赤,腫 脹,眼 脂,流 涙,圧 痛

などの他覚症状につ いて投薬前後で比較 した。副作用 に

っ いても問診をふ くめて自他覚的にその発現につ いて調

べ た。

また,投 薬前お よび投薬後3日 か ら7日 の間に,滅 菌

綿棒 を用 いて,病 巣分泌物を採取 し,輸 送用培地にて培

養検査施設 に送付 し,細 菌学的検 索を行な った。

成績 の判定は,投 薬前 と投薬終 了時点で臨床像 と細菌

培 養結果 を比較 し,臨 床症 状 と菌 の消失 がみ られた もの

を著効,臨 床症状 と 菌の どちらかが 消失 した ものを 有

効 臨床症状 の改善 のみがみ られたものをやや有効,不

変を無効,悪 化 した ものを悪化 と判定 した。

以上,臨 床症 状 と細菌 の消長からみた本剤の薬効面で

の有効性 と,副 作用 と合せて本剤の総合的 な臨床的有用

性 につ いて検討 した。

II. 成 績

臨床症状 の改善度(Table1)に ついては,麦 粒腫17

例中,著 効例が6例(35%),有 効例が10例(59%),

やや有効例が1例(6%)で あ った。急性涙嚢炎では2

例中2例 が有効,慢 性涙嚢炎 では2例 中2例 が有効,慢

性眼瞼縁炎 では1例 中1例 有効 であ り,全 症例を通 じて

無効例はなかった。

細菌培養の結果 は,22例 の全症例中,13例(59%)

か ら1か ら4種 類 の菌が検出 され,9例(41%)か らは

菌 は検 出されなかった。検出菌の内訳はSta助ylococms

epidermidis 5株, Staphylococcus aureus, Coryne-

bacterium sp., Streptococcus mitis, Propionibacte-

rz um acnes が各2株,そ の他 Streptococcus pneumo-

niae, Streptococcus pyogenes, Staphylococcus sp.,

Peptostreptococcus anaerobius, Xanthomonas tnalto-

philia, Streptococcus sanguis, Neisseria sicca が

各1株 であ った。本剤投与に よって,症 例20で 投与後

の検 査 を 実 施 で きな か っ た が,症 例3で 分離された

Corynebacterium sp.以 外の菌は全 て除菌 された。

副作用 についてみる と,22例 中の3例(14%)で みら

れ た。症例4で は投 与2日 目に胃痛が 出現 したが,減 量

して投与継続可能であ った。症例5で は 胃部不快感と食

思不振 症例17で は下肢 の発疹がみられたが,副 作用

発 現 と同時 に投薬を中止 し,そ の後速やかに症状は消失

した。
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III.考 按

本剤 は新 キ ノロン剤系合成抗菌剤 の一 つであ り,抗 菌

スペ ク トルが 広 い。 特に,S. aureus, Streptococcus,

Enterococcusな どの グラム陽性菌,ブ ドウ糖 非醸酵 グラ

ム陰性菌,Peptostreptococcus,Bacteroides fragilis

に対 して,従 来 の ピリ ドンカルボ ン酸系抗菌剤 より強 い

抗菌力 を示す。血 中濃度 は持続的 で主 として尿中に排泄

され,安 全性は高 く,中 枢神経作用や関節毒性 は弱い と

いわれ ている1)。

今回 のスタデ ィでの臨床効果 をみ る と,全 体 で著効例

は22例 中6例,有 効例は15例,や や有効1例 で,著

効,有 効を合せて21例(95%)で あ り,殆 どの症例 で良

好な治療効果を発揮 した と考え られ る。今回我 々の得た

成績は他者の報告 とほぼ同様の結果 と考え られ る2,3)。

今回の細菌学的検索では,麦 粒腫以外 では全 て菌が検

出 されたが,麦 粒腫では17例 中,9例 で菌が検出 され

なか った。これは薬剤の効果 判定を正 確にす るために,補

助療法 と しての穿刺排膿を実施せず,皮 膚や結膜か らの

拭い物の細菌培 養であ ったため,菌 の陽性率が低か った

もの と考 え られ る。 したがって菌 の検 出 された ケー スに

ついて も,少 な くとも麦 粒腫 については起炎菌 と考え る

のは無理 があ ると思わ れ る。

副作用 は今回の治験 では,22例 中3例(14%)で み ら

れた。 この数値は全国集計3,010例 で の副 作用発 現率

2.9%1)よ りも高値 であるが,い ずれ も重 篤な もの で は

なか った。

重 野 ら4)による と従来 の ピリ ドンカルボ ン酸系合成抗

菌剤 であるナ リジ クス酸,ピ ロ ミド酸,ピ ペ ミド酸 の副

作用 は消化器症状が3.47%～8.6%,過 敏症状が0.5%

～1.57%,神 経症状が0.37%～1.08%に み られ るが,

近年 の新 キ ノロン剤 であるノルフ ロキサ シン,オ フ ロキ

サシ ン,シ プ ロフ ロキサシ ン,エ ノキサ シ ンの副作用 は

消化器症状が2.1%～3.8%,過 敏症状が0.3%～0.7%,

神経症状が0.4%～1.2%に み られ る と言 う。われわれ

のケースの副作用は消化器症状が2例,過 敏症状が1例

で,神 経症状はみ られ なか った。 いずれ にせ よ,本 剤 は

全 国集計 をみ ても副作用発現率は2.9%で 全般 に安全 で

あ り,臨 床症状 の改善 にきわめ て有効 であるこ とか ら,

外眼部感染症 の治療 に対 して有用 な薬剤 と考 えられ る。
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T-3262 IN EXTERNAL

EYE INFECTIONS

HIROSHI HATANO, TAKESHI HORI, RINKO ISHIKAWA

and TAKATOSHI SAKAI

Department of Ophthalmology, Yokohama City University, School of Medicine
3-46 Urabune-cho, Minami-ku, Yokohama-shi 232, Japan

T-3262 is a new oral quinolone derivative. We evaluated the clinical efficacy andthe safety of this

drug in 22 patients with hordeolum, dacryocystitis and blepharitis, at a daily dose of 300-450 mg for

1-7 days.

The results obtained were as follows.

Clinical efficacy in 17 cases of hordeolum was assessed as excellent in 6, good in 10 and fair in 1;

as good in all 4 cases of dacryocystitis, and good in 1 of blepharitis.

Adverse effects were observed in 3 cases:stomachache, loss of appetite, stomach discomfort and

skin eruption on the leg. All of them were moderate.

We consequently find T-3262 to be a useful oral drug for the treatment of external eye infections.


